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女性セミナー現地バス研修を開催！

令和7年7月3日（木）に第2回女性セミナー『現地バス研修会』が開催され、25名の会員が参加し
ました。名寄市役所風連庁舎にて、市の担当者より名寄市で行っている新規就農者確保に向けた取り
組みについてご説明いただき、実際に新規就農した西川僚様より、お話をいただきました。その後、西
川様の圃場へ移動して見学をさせていただくと、参加者からは質問が盛んに出ていました。昼食休憩
を挟んだ後は、㈲リリーファーム様の圃場見学をさせていただきました。ブルーベリーの圃場では、な
ぜたくさんのブリーベリーを作付けするに至ったかの経緯を伺い、驚きや納得の声があがっていまし
た。また、トマトのハウスも見学させていただきました。見学後には女性指導農業士で設立された“す
みれの会”のメンバーとの交流の時間を持ち、若い力が活躍している地域にはどんな秘密があるのか
と、熱心に耳を傾けていました。また、すみれの会のメンバーからは当女性部のパワーが刺激となっ
ているとの声をいただき、互いに切磋琢磨これからの活動の糧となる研修となりました。

名寄市役所風連庁舎  新規就農者確保に
向けた説明を聞く参加者の皆さん

西川さんのお話に耳を傾ける
参加者の皆さん

6月18日（水）から20日（金）、札幌駅前地
下歩行空間にて「第18回JP01まつり」が開催
され、当組合からあさがおも参加いたしました。
「JP01まつり」は北海道発掘マガジン「JP01」
が主催する、道内各地の特産品や観光情報など
を広く紹介するイベントです。
あさがおのブースではキーマーカレーや玄米

デカフェ等の商品、新鮮な野菜を販売しました。
また、旭川産米5品種の升売りを実施し、こち

らも大変好評をいただくことができました。
今回のイベントを通じて、旭川の農業の魅力

や地元産品の美味しさを広く発信することがで
き、当組合が今後も地域とともに歩んでいく姿
勢をアピールしました。
来場者からは「新鮮で美味しい野菜を知るこ

とができて良かった」「あさひかわ農協の加工
品を知ることができた」といった声が寄せられ、
イベントは大盛況のうちに幕を閉じました。

第18回JP01祭り
当組合から農産物直売所あさがおが参加！

特集
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JAあさひかわ稲作協議会夏季研修会開催

JAグループかみかわ地元農畜産物フェア開催！

夏季研修会が令和7年7月16日（水）に協議会会員
53名が出席し旭川トーヨーホテルにて開催されまし
た。ホクレン旭川支所米穀課課長門脇様・パールラ
イス販売課課長舘岡様より「うるち米を巡る情勢」
等について講演をいただき、旭川市農業振興課様及
びネッスー㈱様より「ふるさと納税を活用した社会
貢献型旭川農産物販路拡大事業」についての講演を
いただきました。更には㈱エフコープ専務浦吉様よ
り「きらら397のこれまでとこれから」についてご
講演をいただき、研修会終了後には懇親会が開催さ
れ講師や会員の皆様との親睦を深め大変有意義な研
修会となりました。

令和7年7月23日から27日の5日間、上川管内
13JAと上川生産連やホクレン旭川支所による農畜
産物の販売及びPR活動がイオン旭川及び名寄（計5
店舗）にて開催されました。

JAあさひかわ管内として青果物は旭川青果連を通
じて出品し、きゅうりや筑陽なす等5品目と畜産物
は旭高砂牛の出品があり全体で29種類の販売品が揃
いました。
新鮮かつ豊富な種類の近郊地場産品により消費者
に喜ばれ、拡販にも繋がりました。
「JAグループかみかわ」として上川産地農畜産物
の魅力と認知度向上のため、今後はメニュー提案を
加えたフェア開催を計画しています。

コンタミ防止のため、収穫前にほ場毎の作付け品種を確認しましょう。小
麦収穫に利用したコンバインや乾燥機を使う場合や、収穫・乾燥時に品種
が切り替わる場合は、コンバインや乾燥機の清掃を必ず行いましょう。

4 異品種・異物混入（コンタミ）の防止
に向けて

5 収穫後のほ場管理
（1）稲わらの搬出 （写真1）
稲わらの春すき込みは、ほ場の乾燥を妨げ、ワキの発生により水稲の生育、品質、
収量に悪影響を及ぼします。可能な限り、稲わらは搬出し、堆肥化しましょう。
（2）溝掘りで表面排水の促進（写真2）
溝掘りは、田面の停滞水や融雪水を排水するのに有効です。ほ場に溝を掘り、明
きょや落水口につなぎましょう。
（3） 心土破砕の実施 （写真3）
心土破砕は、トラクターやコンバインの踏圧によってり底盤ができ、透排水性が
不良となった場合に行ないます。施工はほ場が乾いた条件で実施し、既設暗きょ
に対して直角または斜めに施工します。ほ場が乾いているときにできるだけゆっ
くり施工しましょう。毎年継続して施工することで、融雪促進、乾土効果の発現
向上（＝化学肥料使用量の削減）、根はり向上・倒伏軽減効果が期待できます。

写真1  稲わら搬出の様子

写真2  落水口に接続された溝 写真3  サブソイラを用いた
心土破砕

JAあさひかわ 営農技術情報 令和7年9月号　
JAあさひかわ　上川農業改良普及センター

移植直後（～6月上旬まで）は一時的な低温寡照に見舞われまし
たが、6月後半から平均気温が20℃を超える日が続き、生育も急
速に進みました。出穂期は7月17日と平年より6日早く、成熟期
は更に早まる見込みです（表1）。

登熟期間も高温少雨の傾向で推移したため、胴割粒・着色粒の発生
リスクが例年より高まっています。発生リスクを助長させないため、
「収穫遅れ」「乾燥調製時の急激な乾燥・過乾燥」には十分注意しま
しょう。

1　本年の生育経過 ～高温登熟による胴割増に注意！～

表1　生育期節及び出穂1〜10日後の平均最高気温

育苗様式・品種
出穂期 出穂期1〜10日後の日最高気温（平均） 成熟期

R7 平年 R7 平年 備考 R7 平年

成苗・ななつぼし 7/17（早6） 7/23 31.1℃ 27.4℃ 30℃以上
…胴割粒発
生リスク増

9/9

成苗・ゆめぴりか 7/17（早5） 7/22 31.1℃ 27.4℃ 9/8

3 丁寧な乾燥調製の励行  ～急激な乾燥・過乾燥は厳禁！～

1）胴割粒は乾燥初期の水分が高い方が発生しやすいです。
① 収穫時に降雨が予想される場合は、降雨前の収穫に心がけまし
ょう。
② 乾燥開始時は40℃以下（乾燥減率：毎時0.5％）とし、籾水分
が25％未満となったら、通常の温度で乾燥（乾燥減率：毎時0.5
～0.8％）します。

2） 立毛中に胴割粒が発生している（※前述「2」の玄米判定段階
で胴割れが確認されている）場合は、温度をかけずに通風の
みで乾燥を開始し、籾水分をある程度落としてから温風に切

り替えます。その後の乾燥減率も毎時0.5％程度とし、ゆっく
り乾燥させることが重要です。

3） 二段乾燥は、胴割粒の発生を防止する重要な技術ですので、積
極的な取り組みを推進します。具体的に、籾水分が18％以下
となったら乾燥を1日以上休止し、再度乾燥を行います。乾燥
休止中はフレコンやハードコンテナを活用し、一時貯留を行
う等、簡易的な手法も有効です。

4） 過乾燥は胴割粒の発生を助長しますので、玄米水分14.5％～
15％（半乾籾は17％）で確実に仕上げるようにします。

2【確認】収穫適期の判定法
収穫前までに必ず、玄米による収穫適期の判定を行いましょう。（図1）。
⚫穂揃いが悪いほ場や、登熟のバラつきが大きいほ場では
　刈取株数（箇所数）を多めとします。
⚫下記の計算例をもとに、整粒歩合70％以上になった日が収穫適期です。
⚫青米は1日に3％程度（低温・寡照時は2.5％程度）整粒に変化します。
⚫収穫適期まで10日以上ある場合は、再度判定します。
⚫着色粒がある場合は、早めに刈り取ります。

篩い選別
水分15％前後　2.0mm
水分17%前後　2.1mm

目標
整粒 70％以上
着色・紅変米 0.1％以下
被害粒（茶米など） 15％以下

サンプリング
生育が中庸な株を
無作為に 5株
程度刈り取る

乾燥
通風乾燥 20～24時間 
または
天日干し 1日程度

籾
す
り

図
1  

玄
米
判
定
の
手
順

〈計算例〉サンプル刈取日9/1、整粒60％の場合
（ 整粒歩合目標  -   サンプルの整粒   ）÷ 整粒変化割合＝収穫開始までの日数
（　　 70％　    - 　　   60％        　）　÷3%／日　　  ＝3.3日
　　 刈取日      ＋収穫開始までの日数   ＝収穫適期始
　　　9/1         ＋        3.3 日                 ＝ 9/4～５ 9/5から1週間以内が収穫適期

筑陽なす

旭高砂牛

きゅうり
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～機械のトラブル時は、エンジンストップ！ 農作業事故に注意しましょう！～

～農作業は十分に余裕をもって、事故・けがに注意しましょう～

（4） 畦畔の補修（写真4）
畦畔の劣化は
　①急激な減水　　⇒除草剤の殺草効果の低下、雑草の繁茂
　②深水ができない⇒保温効果の低下、不稔粒増加
といった問題が生じ、除草剤使用回数の増加、収量低下につながります。
冷害危険期に最大20cmの深水ができるよう、補修しましょう。
特に、漏水が多かったほ場、翌年に水田に復元するほ場では、積極的に実施しましょう。

土壌診断に基づいて適正な施肥量を確認することで、化学肥料の削減、近年の肥料高騰対策につながります。
特に「倒伏の多かったほ場」「タンパク質含有率が高かったほ場」では積極的に診断しましょう。
※土壌診断の手続きについてご不明な点がございましたら、最寄りのJA支所までお問い合わせください。

6 土壌診断の実施 ～現況の地力を把握し、肥料削減！～

写真4　畦塗機による補修

さつまいも
（1）収穫までの管理
⚫収穫の妨げとなる雑草は、早めに除去しましょう。
⚫�滞水する圃場では、収穫作業の遅れが懸念されます。明渠や排水路の詰まりがないかどうか今一度確
認しましょう。

（2）収穫
⚫�9月中旬以降、さつまいもの収穫期となります。収穫適期の目安は定植後からの積算温度で「シルク
スイート」で2,200℃～2,400℃、「べにはるか」で2,400℃前後です。

⚫8月15日現在、積算温度の到達予測は昨年より3日程度早いです。
⚫下表を参考に計画的な収穫作業を行いましょう。

⚫�積算2,000℃～2,200℃に達した日から試し掘りを行い、芋の大きさが200～500gとなっていたら収
穫適期です。ほ場が乾いた日に収穫しましょう。

⚫�収穫は遅いほど増収しますが、霜など低温にあたると腐敗しやすくなるので、注意してください（概
ね10/15までに収穫します）。

⚫�収穫直後は皮が剥け易いので丁寧に扱い、品質維持に努めましょう。

定植日 5/25 6/1 6/5 6/10 6/15 6/20

積算 2,000℃予測 8/23 8/28 8/31 9/5 9/10 9/16

積算 2,200℃予測 9/2 9/7 9/10 9/16 9/22 9/30

積算 2,400℃予測 9/13 9/19 9/23 9/30 10/7 10/19

※積算温度は、定植日～8/15までは本年値、8/16以降は平年値として予測。

表　定植日と積算2,400℃の目安（令和7年） 

写真1　つる切除 写真2　マルチ除去 写真3　機械による収穫 写真4　コンテナ等で収集

1．はじめに 

あさひかわ農業協同組合カスタマーハラスメント対策基本方針

2．カスタマーハラスメントの定義 

3．カスタマーハラスメントへの対応

4．組合員・利用者及び取引先の皆さまへのお願い

あさひかわ農業協同組合（以下「当組合」といいます。）は、組合員・地域の皆さまを含めた利用者からのご意見・
ご指摘に真摯に対応し、信頼や期待に応え、より高い満足を提供することを心がけています。 

そのためには、全役職員が心身ともに健やかに、いきいきと活躍できる、安全・安心で働きやすい職場環境を確保
することが、重要と考えています。 

昨今、社会通念上相当な範囲を超えた要求や言動については、カスタマーハラスメントとして社会問題化しており、
職場環境の悪化を招く、ゆゆしき問題となっています。 

当組合は、日ごろの取引や対応において、組合員・利用者及び取引先の皆さまに誠実に対応することを第一に掲げ
ておりますが、仮に社会通念の範囲を超えた要求や言動が組合員・利用者の皆さまからあった場合には、毅然とした
態度で組織的に対応します。 

職員が安心して働けるために、下記の基本方針を制定致しました。組合員・利用者からいただく、ご意見・ご要望
については、これまで同様に真摯に対応してまいりますので、よろしくお願い致します。

令和7年7月30日制定 

当組合では、「組合員・利用者及び取引先の皆さまからのお申し出・言動のうち、役職員が従事する業務の性質その
他の事情に照らして社会通念上許容される範囲を超えたもの（社会通念に照らし、当該言動の内容が契約内容からし
て相当性を欠くもの、又は、手段・態様が相当でないもの）により、役職員の就業環境が害されるもの」と定義いた
します。

【対象となる行為の例（これらに限るものではありません）】
⚫当組合の提供する商品・サービスに瑕疵・過失のない商品交換の要求、金銭補償の要求、謝罪の要求
⚫当組合の提供する商品・サービスの内容とは関係のない要求
⚫身体的な攻撃（暴行、傷害）
⚫精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言）
⚫威圧的な言動　・土下座の要求
⚫継続的な（繰り返される）、執拗な（しつこい）言動
⚫拘束的な行動（不退去、居座り、監禁）
⚫差別的な言動
⚫性的な言動・セクシュアルハラスメント
⚫職員個人への攻撃、要求・プライバシーの侵害

当組合は、以下の体制を構築しています。
⚫カスタマーハラスメントへの対応方法や手順等を定めた「カスタマーハラスメント対応要領」の制定
⚫役職員への教育・研修の実施
⚫職員のための相談窓口、メンタルケア体制の整備等

そのうえで、カスタマーハラスメントであると判断した場合には、役職員一人ひとりを守るため、組織で毅然とし
た対応を行います。なお、カスタマーハラスメントが継続する場合や、特に悪質と判断される場合等には、警察・弁
護士と連携するなどし、厳正に対応いたします。

当組合は、今後も引き続き、農業と地域社会に根差した組織として、組合員・利用者及び取引先の皆さまと良好な
関係を築いてまいりますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願い申しあげます。

あさひかわ農業協同組合
代表理事組合長　古澤　祥弘

お知らせ
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組合員資格の確認をお願いします

平素より当組合事業におきまして、ご理解・ご協力を賜りまして厚くお礼申し上げます。
さて、当JAでは定款の定めにより、組合員加入時の届出事項に変更があった場合はJAへ届出て頂
くことになっております。
つきましては、下記を確認頂きますようお願い致します。

上記「組合員資格」に変更のある組合員の方がいらっしゃいましたら、大変お手数ですが、印鑑及
びご本人が確認できる書類（運転免許証・健康保険証等）をお持ちになり、最寄の金融支所までお越
し下さい。

定款より抜粋

組合員の資格）
第12条　この組合の組合員は、正組合員及び准組合員とする。
	 ②　次に掲げる者は、この組合の正組合員となることができる。
	 1．	 10アール以上の土地を耕作する農民で、その耕作する土地又は住所がこの組合の地区内にあるもの
	 2	 �1年のうち90日以上農業に従事する農民であって、その住所又はその従事する農業に係る土地又は施

設がこの組合の地区内にあるもの
	 3．	 �農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総額

が3億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内に
あるもの

	 ③　次に掲げる者は、この組合の准組合員となることができる。
	 1．	 この組合の地区内に住所を有する個人でこの組合の事業を利用することが適当と認められるもの
	 2．	 �この組合から第7条第1項第2号から第4号まで又は第12号の事業に係る物資の供給又は役務の提供を継

続して受けているこの組合の地区内に勤務地を有する個人であって、引き続きこの組合の事業を利用
することが適当であると認められるもの

	 3．	 �この組合から第7条第1項第4号、第10号又は第21号の事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続し
て受けているこの組合の地区外に住所を有する個人であって、引き続きこの組合の事業を利用するこ
とが適当であると認められるもの

	 4．	 この組合の地区の全部又は一部を地区とする農業協同組合
	 5．	 �農業経営基盤強化促進法第23条第1項の認定を受けた農用地利用規程で定めるところに従い農用地利

用改善事業を行う団体（その農用地利用改善事業の実施区域の全部又は一部がこの組合の地区内にあ
る団体であって、前項第1号又は第2号に該当する正組合員（同項第1号に該当する正組合員にあって
は、その住所がこの組合の地区内にある者に限る。）が主たる構成員となっているものに限る。以下
「農用地利用改善事業実施団体」という。）であって、この組合の施設を利用することが適当であると
認められるもの（前項第3号及び前号に掲げるものを除く。）

	 6．	 �農事組合法人等この組合の地区内に住所を有する第2項第1号又は第2号に掲げる者が主たる構成員と
なっている団体で協同組織のもとに当該構成員の共同の利益を増進することを目的とするものその他
この組合又はこの組合の地区内に住所を有する同項第1号又は第2号に掲げる者が主たる構成員又は出
資者となっている団体であって、この組合の施設を利用することが適当であると認められるもの（前
項第3号及び前2号に掲げる者を除く。）

理事会だより

第5回  理事会
監査報告
第1・四半期定期監事監査の報告について

決議事項
1　規程類の一部変更について
2　組合員の出資金持分の譲渡について

報告事項
1　令和7年5月末事業実績（子会社含む）について
2　内部監査の実施報告について
3　�TAC活動状況報告、主要農産物の状況及び地区営農状況に
ついて

4　令和7年度仮決算棚卸監査の実施について
5　令和7肥料年度 肥料価格について
6　�上川管内　道連関係役員・関係機関役員・委員会委員等の配
置について

7　組合員の加入及び脱退の状況について
8　令和7年度人事について
9　その他

令和7年6月26日（木）

第6回  理事会
1　組合員懇談会の開催について

令和7年7月14日（月）

第7回  理事会
決議事項
1　規程類の制定について
2　組合員の出資金持分の減口について
3　不良債権の処理方針について
4　令和7年産 主食用米概算価格の設定について

報告事項
1　令和7年6月末事業実績（子会社含む）について
2　内部監査の実施報告について
3　�農家経営対策組合員の令和7年度第2四半期実績状況報告に
ついて

4　令和7年産　米穀の出荷契約等取りまとめ結果報告について
5　�TAC活動状況報告、主要農産物の状況及び地区営農状況に
ついて

6　固定資産の取得について
7　令和7年度大口信用供与先の経営状況について
8　金融円滑化にかかる条件変更対応状況について
9　系統連合会の出資配当及び事業割戻状況について
10　令和6年度　関連法人等事業実績及び決算概況報告書ついて
11　規程類の制定について
12　組合員の加入及び脱退の状況について
13　令和7年度人事について
14　その他

令和7年7月30日（水）

6/1 松田　勉 さん 旭川中央地区新生農事組合
6/4 髙嶋　彰 さん 旭正地区東豊農事組合
6/8 荻生　誠 さん 永山地区その他農事組合
6/13 山岡　留治 さん 旭正地区共栄農事組合
6/19 大浅　實 さん 旭正地区忠別農事組合
6/27 戸村　守孝 さん 旭正地区旭正農事組合
7/1 上野　裕幸 さん 永山地区11区農事組合
7/10 寺澤　健次 さん 神居地区雨紛・本町農事組合
7/17 上田　哲夫 さん 永山地区14区農事組合
7/23 出口　千代美 さん 永山地区永山南農事組合

異 動

【退職】
資格名 氏名 所属
主査 山本　朋佳 神楽金融支所貯金共済課係長

【異動】
資格名 氏名 新役職 旧役職

調査役 菅原さより 神楽金融支所貯金共済
課調査役

金融共済部金融課調査
役

監事会・監事監査の報告

監事会

監事監査

第7回監事会　令和7年7月30日開催

1．棚卸監査　令和7年7月31日、8月1日に実施

令和7年7月31日付

令和7年8月1日付

概 要
（令和7年7月末実績）

組合員数
正組合員 1,425名
准組合員 16,635名
合　　計 18,060名

出 資 金 残 高 2,172 百万円
販 売 取 扱 高 1,218 百万円
生 産 資 材 供 給 高 986 百万円
給 油 所 供 給 高 953 百万円
生 活 供 給 高 39 百万円
貯 金 残 高 96,943 百万円
融 資 残 高 26,671 百万円
長 期 共 済 保 有 高 1,300 億円


